
昨
年
は
多
く
の
自
然
災
害

が
あ
り
、
交
通
機
関
に
も
乱

れ
が
生
じ
た
。
特
に
熊
本
地

震
で
は
多
く
被
害
が
あ
っ
た

中
、
組
合
員
か
ら
カ
ン
パ
が

寄
せ
ら
れ
、
直
接
九
州
で
働

く
仲
間
に
届
け
ら
れ
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

近
々
の
課
題
と
し
て
エ
ル

ダ
ー
問
題
が
あ
る
。
本
日
も

前
段
で
「
エ
ル
ダ
ー
座
談
会
」

を
開
催
し
、
現
場
か
ら
の
実

情
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
内
容
を
申
入
れ
さ
れ
た

「
申
第
３
号
」
交
渉
に
反
映

し
て
い
き
た
い
。

米
沢
、
新
庄
で
は
積
雪
が

多
く
、
除
雪
に
追
わ
れ
る
中
、

本
日
参
加
の
組
合
員
も
い
る
。

本
日
の
旗
開
き
を
共
に
祝
い
、

こ
れ
か
ら
の
仙
台
地
本
発
展

に
努
め
て
ほ
し
い
。

今
後
オ
ブ
加
盟
と
な
り
、

共
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
に

各
構
成
組
織
歓
迎
を
し
、
向

う
１
年
間
活
動
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。

現
在
連
合
山
形
組
織
人
員

は
約
４
万
５
千
人
。
結
成
当

初
よ
り
３
分
の
１
減
少
し
て

い
る
。
組
織
拡
大
は
同
じ
く

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
中
小
企
業
が
殆
ど

で
あ
り
、
貴
労
組
か
ら
の
支

援
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
た

い
。今

年
の
衆
議
院
選
挙
に
於

い
て
は
、
１
区
「
新
井

寛
」

２
区
「
近
藤
洋
介
」
３
区

「
阿
部
寿
一
」
の
推
薦
を
決

定
し
た
。
お
力
添
え
を
お
願

い
す
る
。

地
元
新
聞
記
事
で
「
山
形

新
幹
線
を
フ
ル
規
格
に
」
シ

リ
ー
ズ
を
掲
載
し
、
災
害
で

の
弱
さ
に
つ
い
て
掲
載
し
て

い
る
。
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
も

協
力
し
て
欲
し
い
。

本
日
の
招
待
に
感
謝
し
、

退
職
者
組
合
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
仙
台
地
本
と
は
、

芋
煮
会
を
通
じ
交
流
が
進
め

ら
れ
て
こ
れ
た
。
組
織
統
一

の
意
義
に
つ
い
て
感
慨
深
い

も
の
と
感
じ
て
い
る
。

連
合
と
の
地
域
共
闘
に
つ

い
て
は
、
少
し
ず
つ
仙
台
地

本
と
の
協
議
の
中
で
参
加
し

て
い
け
る
よ
う
し
て
い
き
た

い
。今

年
１
年
、
労
組
一
元
化

へ
向
け
飛
躍
で
き
る
年
に
し

て
い
こ
う
。

こ
の
度
、
ユ
ニ
オ
ン
山
形

県
恊
議
長
に
就
任
し
た
。
我
々

の
任
務
は
共
闘
運
動
を
発
展

さ
せ
若
い
人
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
。
酒
田
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
徐
々
に
浸
透

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
。
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竹
嶋
委
員
長
の
音
頭
で

団
結
頑
張
ろ
う
！

竹
嶋
委
員
長
挨
拶

１
月
21
日
、
新
た
な
年
の
幕
開
け
と
共
に
、
ユ
ニ
オ
ン

仙
台
地
本
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
多
く
の
組

合
員
、
来
賓
が
参
加
し
、
２
０
１
７
年
旗
開
き
が
山
形
市

「
国
際
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
に
は
、
今
後
オ
ブ
加
盟
と
な
る
連
合
山
形
よ
り
設

楽
事
務
局
長
、
昨
年
オ
ブ
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
山
形
県
交

運
労
恊
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

連
合
山
形

設
楽
事
務
局
長

退
職
者
の
会

海
藤
さ
ん

新
潟
地
本

岡
村
委
員
長

ユ
ニ
オ
ン
山
形
県
恊

草
彅
議
長



昨
年
12
月
に
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
な

る
べ
く
組
合
員
の
方
が
、
11
月
に
な
っ

て
も
職
場
が
示
さ
れ
な
い
と
い
う
実

態
を
踏
ま
え
、
12
月
７
日
、
仙
台
地

本
は
、
「
申
第
３
号
」
に
て
「
エ
ル

ダ
ー
社
員
制
度
に
関
す
る
申
入
れ
」

を
行
っ
た
。
そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
今
後
、
交
渉
に
向
け
エ
ル

ダ
ー
制
度
問
題
座
談
会
を
開
催
し
た
。


出
向
会
社
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

再
度
、
再
雇
用
先
の
提
示
は
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
遠
隔
地
へ
の
異
動
と

な
っ
た
場
合
の
再
選
択
の
余
地
は
あ

る
の
か
。


輸
送
業
務
を
行
う
者
は
、
営
業
業

務
を
行
う
の
は
厳
し
い
。
清
掃
業
務

(

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス)

も
配
属
職
場
と

し
て
加
え
て
欲
し
い
。


第
一
建
設
へ
の
寒
冷
地
手
当


55
歳
以
降
毎
年
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ル
ダ
ー

職
場
の
提
示
時
期
が
順
守
さ
れ
な
い
。


エ
ル
ダ
ー
社
員
は
交
渉
の
窓
口
が

な
い
。


一
部
の
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
待
遇
が

劣
悪
。
パ
ー
ト
、
プ
ロ
パ
は
尚
更
。

・
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
多
い
。
一
人
月

平
均
20
時
間
以
上
。
指
摘
し
て
も
一

向
に
改
善
せ
ず
。

・
過
酷
な
環
境
の
た
め
慢
性
的
に
人

が
足
り
な
い
た
め
、
一
人
当
た
り
の

業
務
量
が
増
え
る
ば
か
り
。
現
状
に

そ
ぐ
わ
な
い
作
業
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
て

い
る
。

・
パ
ー
ト
、
プ
ロ
パ
ー
は
、
昼
の
休

憩
に
も
食
い
込
み
、
休
め
る
状
況
で

は
な
い
。
ま
た
、
超
勤
の
申
請
を
出

来
る
雰
囲
気
に
な
い
。

・
作
業
ダ
イ
ヤ
ど
お
り
で
は
作
業
が

終
わ
ら
な
い
た
め
、
暗
い
中
で
前
作

業
を
行
っ
て
い
た
が
、
本
体
よ
り
危

険
な
た
め
中
止
さ
せ
た
。

・
社
員
駐
車
場
が
な
い
た
め
募
集
し

て
も
集
ま
ら
な
い
た
め
、
業
務
量
が

過
酷
。
列
車
で
の
出
勤
に
し
て
も
合

う
列
車
が
な
い
。

・
ホ
テ
ル
で
は
最
大
１
１
６
室
の
ベ
ッ

ト
メ
イ
キ
ン
グ
が
あ
る
が
、
11
時
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
後
15
時
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま

で
に
終
わ
ら
な
い
。
南
営
業
所
か
ら

助
勤
で
対
応
す
る
場
合
が
多
く
な
っ

て
き
た
。

・
年
休
消
化
で
き
な
い
。

・
所
長
権
限
で
あ
る
程
度
の
こ
と
は

で
き
る
の
に
、
長
靴
一
つ
の
要
求
も

聞
き
入
れ
な
い
。
勤
務
の
中
に
０:

20
退
勤
、
日
勤
８:

30
出
勤
が
あ
る
。

前
勤
務
が
超
勤
と
な
れ
ば
尚
更
厳
し

く
な
る
。

・
特
休
の
超
勤
が
あ
る
。

・
あ
る
業
務
は
１
０
０
円
の
手
当
が

付
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
給
与

明
細
項
目
に
な
い
。
本
当
に
支
給
さ

れ
て
い
る
の
か
。

・
冬
期
、
除
融
雪
作
業
で
全
身
濡
れ

る
た
め
着
替
え
等
の
時
間
が
必
要
だ

が
加
味
さ
れ
な
い
。

・
低
賃
金
の
た
め
若
い
人
が
入
っ
て

こ
な
い
。
中
間
駅
で
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
は
、
後
任
が
い
な
い
た
め
、
65
歳

以
降
も
慰
留
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
関

連
で
泊
り
勤
務
箇
所
を
日
勤
と
し
て

い
る
。

・
休
憩
時
間
が
15
分
位
し
か
と
れ
な

い
。
プ
ロ
パ
ー
の
方
は
と
れ
て
い
な

い
。春

闘
が
開
始
。
今
年
も
政
府
、
経

団
連
は
好
調
な
企
業
へ
賃
金
の
引
上

げ
を
促
し
て
い
る
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
我
々
の
闘
い
を
と
め
る
物
で
は
な

い
。
職
場
か
ら
分
会
か
ら
我
々
の
要

求
を
作
り
上
げ
運
動
に
繋
げ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
JR
東
日
本
の
第
３

期
決
算
が
示
さ
れ
、
増
収
増
益
で
あ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

要
求
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様

の
水
準
に
な
る
よ
う
だ
が
、
２
月
11

日
の
中
央
委
員
会
に
て
最
終
決
定
と

な
る
。
「
全
組
合
員
一
行
動
」
を
闘

い
の
柱
と
し
て
本
部
交
渉
を
支
援
し

て
い
こ
う
。

春
闘
寄
書
き
は
、
竹
嶋
委
員
長
よ

り
本
部
交
渉
団
へ
手
渡
さ
れ
た
。

行
事
予
定

２
／
11
・
本
部
第
３
回
中
央
委
員
会
・

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

３
／
４
・
共
済
担
当
者
会
議
・
福
島

コ
ラ
ッ
セ
・
11
時
40
分

３
／
４
・
仙
台
地
本
第
３
回
地
方
委

員
会
・
福
島
コ
ラ
ッ
セ
・
13
時
40
分

組
合
員
異
動

(

敬
称
略)

11
／
30
・
エ
ル
ダ
ー
退
職
・
山
王
堂

孝
・
Ｊ
テ
ッ
ク
山
形
南
・
山
車
セ
分

12
／
1
・
エ
ル
ダ
ー
へ
・
大
木
弘
一
・

Ｊ
テ
ッ
ク
米
沢
・
米
沢
分
会

12
／
1
・
エ
ル
ダ
ー
へ
・
星

誠
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
貨
物
ロ
ジ
ス
テ
ク
ス

会
津
若
松
・
福
島
連
合
分
会

12
／
1
・
出
向
・
中
原
修
一
・
Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｐ
郡
山
・
福
島
連
合
分
会

12
／
16
・
異
動
・
須
田
研
一
・
仙
台

電
力
MC
へ(

宮
城
連
合
分
会)

12
／
31
・
退
職
・
大
谷
伸
一
・
山
保

技
セ
・
山
形
施
設
分
会

１
／
31
・
退
職
・
鈴
木
順
一
・
福
島

連
合
分
会

２
／
１
・
異
動
・
JR
バ
ス
東
北
福
島

支
店
→
古
川(

営)

へ
・
佐
藤
光
一

２
／
１
・
エ
ル
ダ
ー
・
佐
々
木
登
志

博
・
Ｊ
テ
ッ
ク
・
新
庄
地
区
分
会
へ

２
／
１
・
エ
ル
ダ
ー
へ
・
斎
藤
敏
光
・

Ｔ
Ｓ
Ｓ
村
山
・
新
庄
地
区
分
会
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２
０
１
７
春
闘
ス
タ
ー
ト

私
の
想
い
を

み
ん
な
の
想
い
に
！

エ
ル
ダ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
８
年
が
経
過
し
、

退
職
者
増
に
伴
い
そ
の
制
度
の
在
り
方
に
問

題
が
生
じ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
エ
ル
ダ
ー

職
場
の
劣
悪
な
環
境
、
状
態
が
指
摘
さ
れ
て

も
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
体
質
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。 エ

ル
ダ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

職
場
の
実
態
が
明
ら
か
に

熱心に、様々な実態について
聞き入る参加者

問
題
の
数
々
・
・
・



完


